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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像信号ソースから提供される階調データに基づいて画像を表示する液晶表示装置を備
える表示システムであって、
　複数のゲートラインと、前記ゲートラインと絶縁されて交差する複数のデータラインと
、前記ゲートラインと前記データラインとにより囲まれた領域に形成され前記ゲートライ
ン及び前記データラインに連結されている複数のスイッチング素子と、前記スイッチング
素子により制御される複数の画素と、を有する液晶パネルと、
　前記ゲートラインにスキャン信号を提供するスキャン駆動部と、
　前記データラインにデータ信号を提供するデータ駆動部と、
　前記液晶表示装置における液晶の応答速度を向上させるための第１補償データを複数の
温度区間別に記憶する第１メモリと、
　前記液晶表示装置の特性を考慮して設定された第２補償データを記憶する第２メモリと
、
　以前フレームの前記階調データ及び現在フレームの前記階調データを考慮して、前記第
１補償データを前記第１メモリから選択して読み出し前記第１補償データに基づいて前記
階調データを補償する、あるいは前記第２補償データを前記第２メモリから読み出し前記
第２補償データに基づいて前記階調データを補償するタイミング制御部と、
を含み、
　前記タイミング制御部は、
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　前記第１補償データをパラレル変換するシリアルパラレル変換部と、
　前記第２メモリと、
　パラレル変換された前記第１補償データを一時的に記憶して、前記第１メモリから前記
シリアル－パラレル変換部に前記第１補償データを伝送するためのクロック信号である伝
送クロックと前記シリアル－パラレル変換部への前記第１補償データの伝送を完了させる
ためのクロック信号である伝送完了クロックと垂直同期信号とに基づいて、一時的に記憶
された前記第１補償データを出力するバッファーと、
を含む表示システム。
【請求項２】
　前記タイミング制御部は、前記液晶表示装置の周辺又は内部の温度に関する情報である
温度情報に基づいて、前記第１補償データを前記第１メモリから選択して読み出す、請求
項１に記載の表示システム。
【請求項３】
　前記タイミング制御部は、前記第１補償データを前記第１メモリから選択して読み出す
ことが不能な場合に、前記第２補償データを前記第２メモリから読み出す、請求項１に記
載の表示システム。
【請求項４】
　前記第１メモリは、不揮発性メモリである、請求項１に記載の表示システム。
【請求項５】
　前記第１メモリは、ＥＥＰＲＯＭである、請求項１に記載の表示システム。
【請求項６】
　前記第２メモリは、ＲＯＭである、請求項１に記載の表示システム。
【請求項７】
　前記タイミング制御部は、前記以前フレームの前記階調データと前記現在フレームの前
記階調データとを考慮して前記第１補償データを選択する、請求項１に記載の表示システ
ム。
【請求項８】
　前記液晶表示装置の周辺又は内部の温度に関する情報である温度情報を感知する温度感
知部を更に含み、
　前記タイミング制御部は、前記温度情報を前記温度感知部から受け取る、
請求項１に記載の表示システム。
【請求項９】
　前記第１メモリは、複数の温度区間に対応するルックアップテーブルを有し、
　各ルックアップルテーブルは、階調の値と前記第１補償データとを対応づけたテーブル
を備えた、請求項１に記載の表示システム。
【請求項１０】
　前記第１メモリは、前記第１補償データの伝送におけるエラーの有無を区別するための
情報であるサブチェックサムビットを各前記ルックアップテーブルについてさらに有する
、請求項９に記載の表示システム。
【請求項１１】
　前記第１メモリは、前記複数の前記ルックアップテーブルに対応する前記サブチェック
サムビットの値を合計した情報であるトータルチェックサムビットを更に有する、請求項
１０に記載の表示システム。
【請求項１２】
　前記タイミング制御部は、
　前記画素を制御するためのクロック信号であるドットクロック及び前記シリアル－パラ
レル変換部を制御するためのクロック信号であるシリアルクロックの少なくとも一方に応
答して、前記第１補償データ及び前記第２補償データのいずれか一方を記憶するＲＡＭを
さらに有する、請求項１に記載の表示システム。
【請求項１３】



(3) JP 4860910 B2 2012.1.25

10

20

30

40

50

　前記伝送クロックに応答して、前記シリアルクロック及び前記ドットクロックのいずれ
か一方を出力する第２スイッチング部と、
　前記シリアル－パラレル変換部への前記第１補償データの伝送を完了させるためのクロ
ック信号である伝送完了クロックに応答して、前記第２スイッチング部から出力されるク
ロック及び前記ドットクロックのいずれか一方を前記ＲＡＭに出力する第３スイッチング
部と、
を更に含む、請求項９に記載の表示システム。
【請求項１４】
　前記タイミング制御部は、
　前記第１メモリから読み出された前記第１補償データ及び第２メモリから読み出された
前記第２補償データのいずれか一方をフレームブランキング期間に記憶する、
請求項１に記載の表示システム。
【請求項１５】
　前記タイミング制御部は、
　前記画素を制御するためのクロック信号であるドットクロックに応答して、前記第１ス
イッチング部から出力される前記第１補償データ及び前記第１スイッチング部から出力さ
れる第２補償データのいずれか一方を記憶するＲＡＭをさらに有する、請求項６に記載の
表示システム。
【請求項１６】
　前記伝送クロックに応答して、前記シリアル－パラレル変換部を制御するためのクロッ
ク信号であるシリアルクロック及び前記ドットクロックのいずれか一方を出力する第２ス
イッチング部と、
　前記伝送完了クロックと前記垂直同期信号とをアンド演算するアンドゲートと、
　前記アンドゲートがアンド演算したクロックに応答して、前記第２スイッチング部から
出力されるクロック及び前記ドットクロックのいずれか一方を前記バッファーに出力する
第３スイッチング部と、
を更に含む、請求項１５に記載の表示システム。
【請求項１７】
　前記ドットクロックは、前記画像信号ソースから前記階調データが提供されることに同
期している、請求項１５に記載の表示システム。
【請求項１８】
　前記シリアルクロックは、前記伝送クロックに同期している、請求項１７に記載の表示
システム。
【請求項１９】
　前記第２メモリは、複数の温度区間に対応するルックアップテーブルを有し、
　各前記ルックアップルテーブルは、階調の値と前記第１補償データとを対応づけたテー
ブルを備えた、請求項１に記載の表示システム。
【請求項２０】
　前記第２メモリは、前記第２補償データの伝送におけるエラーの有無を区別するための
情報であるサブチェックサムビットを各前記ルックアップテーブルについてさらに有する
、請求項１９に記載の表示システム。
【請求項２１】
　前記第２メモリは、前記複数の前記ルックアップテーブルに対応する前記サブチェック
サムビットの値を合計した情報であるトータルチェックサムビットを更に有する、
請求項１９に記載の表示システム。
【請求項２２】
　複数のゲートラインと、前記ゲートラインと絶縁されて交差する複数のデータラインと
、前記ゲートラインと前記データラインとにより囲まれた領域に形成され前記ゲートライ
ン及び前記データラインに連結されている複数のスイッチング素子と、前記スイッチング
素子により制御される複数の画素と、を備えた表示システムの駆動方法において、
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　（ａ）前記ゲートラインにスキャン信号が順次供給される段階と、
　（ｂ）前記表示システムの周辺又は内部の温度に関する情報である温度情報と現在フレ
ームの階調データと以前フレームの階調データとを考慮して、前記液晶表示装置における
液晶の応答速度を向上させるための第１補償を複数の温度区間別に記憶する第１メモリか
ら前記第１補償データが読み出されるか、または、前記液晶表示装置の特性を考慮して設
定された第２補償データを記憶する第２メモリから前記第２補償データが読み出される段
階と、
　（ｃ）前記第１補償データをパラレル変換する段階と、
　（ｄ）前記第１メモリから前記シリアルパラレル変換部に前記第１補償データを伝送す
るためのクロック信号の伝送クロックに応答してパラレル変換される前記第１補償データ
及び前記第２メモリに記憶される前記第２補償データのうちいずれか一方を出力する段階
と、
　（ｅ）前記第１及び第２補償データに基づいて前記階調データが補償され、補償された
前記階調データに基づいてデータ電圧が前記データラインに供給される段階と、
を含む、表示システムの駆動方法。
【請求項２３】
　複数のゲートラインと、前記ゲートラインと絶縁されて交差する複数のデータラインと
、前記ゲートラインと前記データラインとにより囲まれた領域に形成され前記ゲートライ
ン及び前記データラインに連結されている複数のスイッチング素子と、前記スイッチング
素子により制御される複数の画素と、を備えた表示システムの駆動方法において、
　（ａ）前記ゲートラインにスキャン信号が順次供給される段階と、
　（ｂ）前記表示システムの周辺又は内部の温度に関する情報である温度情報と垂直同期
信号の周波数と、現在フレームの階調データと以前フレームの階調データとを考慮して、
第１補償データを複数の温度区間別に記憶する第１メモリから前記第１補償データが読み
出されたか、または、前記液晶表示装置の特性を考慮して設定された第２補償データを記
憶する第２メモリから前記第２補償データが読み出される段階と、
　（ｃ）前記第１補償データをパラレル変換する段階と、
　（ｄ）前記第１メモリから前記シリアルパラレル変換部に前記第１補償データを伝送す
るためのクロック信号の伝送クロックに応答してパラレル変換される前記第１補償データ
及び前記第２メモリに記憶される前記第２補償データのうちいずれか一方を出力する段階
と、
　（ｅ）前記第１及び第２補償データに基づいて前記階調データが補償され、補償された
前記階調データに基づいてデータ電圧が前記データラインに供給される段階と、
を含む、表示システムの駆動方法。
【請求項２４】
　前記補償データは、前記温度情報に対応するルックアップテーブルに記憶され、
　前記（ｂ）段階では、前記ルックアップテーブルが参照されることにより、前記補償デ
ータが生成される、請求項２３に記載の表示システムの駆動方法。
【請求項２５】
　前記ルックアップテーブルは、複数存在する、請求項２４に記載の表示システムの駆動
方法。
【請求項２６】
　前記（ｂ）段階では、フレームブランキング期間に前記ルックアップテーブルが参照さ
れる、請求項２４に記載の表示システムの駆動方法。
【請求項２７】
　複数のゲートラインと、前記ゲートラインと絶縁されて交差する複数のデータラインと
、前記ゲートラインと前記データラインとにより囲まれた領域に形成され前記ゲートライ
ン及び前記データラインに連結されている複数のスイッチング素子と、前記スイッチング
素子により制御される複数の画素と、を備えた表示システムの駆動装置であって、
　前記ゲートラインにスキャン信号を提供するスキャン駆動部と、
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　前記データラインにデータ信号を提供するデータ駆動部と、
　前記液晶表示装置における液晶の応答速度を向上させるための第１補償データを複数の
温度区間別に記憶する第１メモリと、
　前記液晶表示装置の特性を考慮して設定された第２補償データを記憶する第２メモリと
、
　以前フレームの前記階調データ及び現在フレームの前記階調データを考慮して、前記第
１補償データを前記第１メモリから読み出し前記第１補償データに基づいて前記階調デー
タを補償する、あるいは前記第２補償データを前記第２メモリから読み出し前記第２補償
データに基づいて前記階調データを補償するタイミング制御部と、
を含み、
　前記タイミング制御部は、
　前記第１補償データをパラレル変換するシリアルパラレル変換部と、
　前記第２メモリと、
　パラレル変換された前記第１補償データを一時的に記憶して、前記第１メモリから前記
シリアル－パラレル変換部に前記第１補償データを伝送するためのクロック信号である伝
送クロックと前記シリアル－パラレル変換部への前記第１補償データの伝送を完了させる
ためのクロック信号である伝送完了クロックと垂直同期信号とに基づいて、一時的に記憶
された前記第１補償データを出力するバッファーと、
を含む、表示システムの駆動装置。
【請求項２８】
　前記タイミング制御部は、
　前記画素を制御するためのクロック信号であるドットクロック及び前記シリアル－パラ
レル変換部を制御するためのクロック信号であるシリアルクロックの少なくとも一方に応
答して、前記第１補償データ及び前記第２補償データのいずれか一方を記憶するＲＡＭを
さらに有する、請求項２７に記載の表示システムの駆動装置。
【請求項２９】
　前記伝送クロックに応答して、前記シリアルクロック及び前記ドットクロックのいずれ
か一方を出力する第２スイッチング部と、
　前記シリアル－パラレル変換部への前記第１補償データの伝送を完了させるためのクロ
ック信号である伝送完了クロックに応答して、前記第２スイッチング部から出力されるク
ロック及び前記ドットクロックのいずれか一方を前記ＲＡＭに出力する第３スイッチング
部と、
を更に含む、請求項２８に記載の表示システムの駆動装置。
【請求項３０】
　前記タイミング制御部は、
　前記第１メモリから読み出された前記第１補償データ及び第２メモリから読み出された
前記第２補償データのいずれか一方をフレームブランキング期間に記憶する、
請求項２７に記載の表示システムの駆動装置。
【請求項３１】
　前記タイミング制御部は、
　前記画素を制御するためのクロック信号であるドットクロックに応答して、前記第１ス
イッチング部から出力される前記第１補償データ及び前記第１スイッチング部から出力さ
れる第２補償データのいずれか一方を記憶するＲＡＭと、
をさらに有する、請求項２７に記載の表示システムの駆動装置。
【請求項３２】
　前記伝送クロックに応答して、前記シリアル－パラレル変換部を制御するためのクロッ
ク信号であるシリアルクロック及び前記ドットクロックのいずれか一方を出力する第２ス
イッチング部と、
　前記伝送完了クロックと前記垂直同期信号とをアンド演算するアンドゲートと、
　前記アンドゲートがアンド演算したクロックに応答して、前記第２スイッチング部から
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出力されるクロック及び前記ドットクロックのいずれか一方を前記バッファーに出力する
第３スイッチング部と、
を更に含む、請求項３１に記載の表示システムの駆動装置。
【請求項３３】
　前記ドットクロックは、前記画像信号ソースから前記階調データが提供されることに同
期している、請求項３１に記載の表示システムの駆動装置。
【請求項３４】
　前記シリアルクロックは、前記伝送クロックに同期している、請求項３３に記載の表示
システムの駆動装置。
【請求項３５】
　前記第２メモリは、複数の温度区間に対応するルックアップテーブルを有し、
　各前記ルックアップルテーブルは、階調の値と前記第１補償データとを対応づけたテー
ブルを備えた、請求項３４に記載の表示システムの駆動装置。
【請求項３６】
　前記第２メモリは、前記第２補償データの伝送におけるエラーの有無を区別するための
情報であるサブチェックサムビットを各前記ルックアップテーブルについてさらに有する
、請求項３５に記載の表示システムの駆動装置。
【請求項３７】
　前記第２メモリは、前記複数の前記ルックアップテーブルに対応する前記サブチェック
サムビットの値を合計した情報であるトータルチェックサムビットを更に有する、請求項
３５に記載の表示システムの駆動装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示システム、表示システムの駆動方法及び表示システムの駆動装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、液晶表示装置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）は、スリム
なデザイン、低消費電力、高解像度等の長所に基づいて、ノートパソコン、デスクトップ
用等の各種応用製品が製造されている。特に、液晶パネルの大型化が可能になるにつれて
、ＴＶ用として注目されている。しかし、主に動画像を表示するＴＶに採用されるために
は、液晶の応答速度が重要である。
　特に、ＴＶ用液晶表示装置は、従来のＣＲＴを代替するものであるため、各特性項目も
ＣＲＴを基準に比較するのが一般的であり、このような場合、液晶表示装置においては、
応答速度が特に改善すべき特性である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、従来の液晶表示装置は、動画像を表示する際に応答速度が十分でないことがあ
る。このような応答速度の問題を改善するために、従来の技術では、ＯＣＢ（Ｏｐｔｉｃ
ａｌｌｙ　Ｃｏｍｐｅｎｓａｔｅｄ　Ｂａｎｄ）モードが使用されるか、強誘電性液晶物
質ＦＬＣを使用する液晶表示装置が使用されることがある。ところが、このようにＯＣＢ
モードやＦＬＣなどが使用される場合には、液晶表示装置の周辺又は内部の温度変化に対
する応答速度が不均一になるおそれがある。具体的には、次のようなおそれがある。
【０００４】
　このような液晶表示装置に必須的に備えられる液晶（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ）
は、温度によってそれぞれの誘電率値が異なる。即ち、液晶分子が基板に平行な方向に配
列された場合、即ち、液晶分子が光の方向と垂直方向に配列された場合の平行誘電率（ε

‖）や、液晶分子が基板に垂直方向に配列された場合、即ち、液晶分子が光の方向と平行
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方向に配列された場合の垂直誘電率（ε⊥）、平行誘電率（ε‖）と垂直誘電率（ε⊥）
との差誘電率（Δε）は、温度によって変化する。これは、液晶のオーダーパラメーター
（ｏｒｄｅｒ　ｐａｒａｍｅｔｅｒ）が変化するためである。
【０００５】
　図１は、中間グレー階調での周辺温度（ａｍｂｉｅｎｔ　ｔｅｍｐｅｒａｔｕｒｅ）別
に液晶の応答速度変化を示したグラフである。図１に示したように、周辺の温度が高いほ
ど、液晶の活性化程度が高くなって、液晶の応答速度は速くなる傾向がある。すなわち、
動画像を表示する装置、例えば、ＴＶに採用される液晶表示装置では、液晶表示装置の周
辺又は内部の温度変化により応答速度が不均一になるおそれがある。
【０００６】
　特に、ＴＶに採用される液晶表示装置が０℃以下のような低温環境で駆動される場合、
応答速度は、正常的な環境の応答速度より遅いのみならず、はっきりしない画像を表示す
るおそれがある。
　本発明は、このような問題点を勘案したものであって、本発明の目的は、液晶表示装置
の周辺又は内部の温度に適応して液晶の応答速度を高速化することができる表示システム
、表示システムの駆動方法
及び表示システムの駆動装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　第１発明に係る表示システムは、画像信号ソースを備える表示システムであって、画像
信号ソースは、データ処理部とメモリと制御部とを有する。画像信号ソースは、液晶表示
装置に階調データを提供する。液晶表示装置は、階調データに基づいて画像を表示する。
データ処理部は、階調データを液晶表示装置に出力する。メモリは、補償データを複数の
温度区間別に記憶する。補償データは、液晶表示装置における液晶の応答速度を向上させ
るためのデータである。制御部は、温度情報に基づいて、補償データをメモリから選択し
て読み出し液晶表示装置に出力する。温度情報は、液晶表示装置の周辺又は内部の温度に
関する情報である。
【０００８】
　この表示システムでは、データ処理部が、階調データを液晶表示装置に出力する。メモ
リが、補償データを複数の温度区間別に記憶する。制御部が、温度情報に基づいて、補償
データをメモリから選択して読み出し液晶表示装置に出力する。これにより、補償データ
に基づいて液晶表示装置が階調データを補償するようにすることができる。
【０００９】
　したがって、温度情報に基づいて選択された補償データに基づいて液晶表示装置が階調
データを補償するようにすることができるので、液晶表示装置の周辺又は内部の温度に適
応して液晶の応答速度を高速化することができる。
【００１０】
　第６発明に係る表示システムは、液晶表示装置を備える表示システムであって、液晶パ
ネルと、スキャン駆動部と、データ駆動部と、第１メモリと、第２メモリと、タイミング
制御部とを含む。液晶表示装置は、階調データに基づいて画像を表示する。階調データは
、画像信号ソースから提供される。液晶パネルは、複数のゲートラインと複数のデータラ
インと複数のスイッチング素子と複数の画素とを有する。データラインは、ゲートライン
と絶縁されて交差する。スイッチング素子は、ゲートラインとデータラインとにより囲ま
れた領域に形成され、ゲートライン及びデータラインに連結されている。画素は、スイッ
チング素子により制御される。スキャン駆動部は、ゲートラインにスキャン信号を提供す
る。データ駆動部は、データラインにデータ信号を提供する。第１メモリは、第１補償デ
ータを複数の温度区間別に記憶する。第１補償データは、液晶表示装置における液晶の応
答速度を向上させるためのデータである。第２メモリは、第２補償データを記憶する。第
２補償データは、液晶表示装置における液晶の応答速度を向上させるためのデータである
。タイミング制御部は、以前フレームの階調データ及び現在フレームの階調データを考慮
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して、第１補償データを第１メモリから選択して読み出し、第１補償データに基づいて階
調データを補償する。あるいは、タイミング制御部は、以前フレームの階調データ及び現
在フレームの階調データを考慮して、第２補償データを第２メモリから読み出し、第２補
償データに基づいて階調データを補償する。
【００１１】
　この表示システムでは、第１メモリが、第１補償データを複数の温度区間別に記憶する
。液晶表示装置の周辺又は内部の温度に関する情報である温度情報に基づいて、第１補償
データを選択することができる。第２メモリが、第２補償データを記憶する。タイミング
制御部が、以前フレームの階調データ及び現在フレームの階調データを考慮して、第１補
償データを第１メモリから選択して読み出し、第１補償データに基づいて階調データを補
償する。あるいは、タイミング制御部が、以前フレームの階調データ及び現在フレームの
階調データを考慮して、第２補償データを第２メモリから読み出し、第２補償データに基
づいて階調データを補償する。
【００１２】
　したがって、温度情報に基づいて選択された第１補償データに基づいて液晶表示装置が
階調データを補償することができるので、液晶表示装置の周辺又は内部の温度に適応して
液晶の応答速度を高速化することができる。また、第１補償データに基づいて階調データ
を補償できない場合でも、第２補償データに基づいて階調データを暫定的に補償すること
ができる。
【００１３】
　第２７発明に係る表示システムは、液晶表示装置を備える表示システムにおいて、温度
感知部とソース側メモリとソース側制御部と第１メモリとタイミング制御部とを含む。液
晶表示装置は、階調データを基づいて画像を表示する。温度感知部は、温度情報を感知す
る。温度情報は、液晶表示装置の周辺又は内部の温度に関する情報である。ソース側メモ
リは、補償データを複数の温度区間別に記憶する。補償データは、液晶表示装置における
液晶の応答速度を向上させるためのデータである。ソース側制御部は、温度情報に基づい
て、補償データをソース側メモリから選択して読み出し、液晶表示装置に出力する。第１
メモリは、ソース側制御部から出力される補償データを記憶する。タイミング制御部は、
以前フレームの階調データと現在フレームの階調データとを考慮して、補償データを第１
メモリから読み出して、補償データに基づいて階調データを補償して出力する。
【００１４】
　この表示システムでは、温度感知部が、温度情報を感知する。ソース側メモリが、補償
データを複数の温度区間別に記憶する。ソース側制御部が、温度情報に基づいて、補償デ
ータをソース側メモリから選択して読み出し、液晶表示装置に出力する。第１メモリが、
ソース側制御部から出力される補償データを記憶する。タイミング制御部が、以前フレー
ムの階調データと現在フレームの階調データとを考慮して、補償データを第１メモリから
読み出して、補償データに基づいて階調データを補償して出力する。
【００１５】
　したがって、温度情報に基づいて選択された補償データに基づいて液晶表示装置が階調
データを補償するので、液晶表示装置の周辺又は内部の温度に適応して液晶の応答速度を
高速化することができる。
【００１６】
　第２８発明に係る表示システムの駆動方法は、表示システムの駆動方法において、（ａ
）段階と、（ｂ）段階と、（ｃ）段階とを含む。表示システムは、複数のゲートラインと
、複数のデータラインと、複数のスイッチング素子と、複数の画素と、を備えた。データ
ラインは、ゲートラインと絶縁されて交差する。スイッチング素子は、ゲートラインとデ
ータラインとにより囲まれた領域に形成され、ゲートライン及びデータラインに連結され
ている。画素は、スイッチング素子により制御される。（ａ）段階では、ゲートラインに
スキャン信号が順次供給される。（ｂ）段階では、温度情報と現在フレームの階調データ
と以前フレームの階調データとを考慮して、補償データが生成される。温度情報は、表示
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システムの周辺又は内部の温度に関する情報である。補償データは、液晶表示装置におけ
る液晶の応答速度を向上させるためのデータである。（ｃ）段階では、補償データに基づ
いて階調データが補償され、補償された階調データに基づいてデータ電圧がデータライン
に供給される。
【００１７】
　この表示システムの駆動方法では、（ｂ）段階において、温度情報と現在フレームの階
調データと以前フレームの階調データとを考慮して、補償データが生成される。（ａ）段
階において、ゲートラインにスキャン信号が順次供給される。（ｃ）段階において、補償
データに基づいて階調データが補償され、補償された階調データに基づいてデータ電圧が
データラインに供給される。
【００１８】
　したがって、温度情報に基づいて選択された補償データに基づいて液晶表示装置が階調
データを補償するので、液晶表示装置の周辺又は内部の温度に適応して液晶の応答速度を
高速化することができる。
【００１９】
　第２９発明に係る表示システムの駆動方法は、表示システムの駆動方法において、（ａ
）段階と、（ｂ）段階と、（ｃ）段階とを含む。表示システムは、複数のゲートラインと
複数のデータラインと複数のスイッチング素子と複数の画素とを備える。データラインは
、ゲートラインと絶縁されて交差する。スイッチング素子は、ゲートラインとデータライ
ンとにより囲まれた領域に形成され、ゲートライン及びデータラインに連結されている。
画素は、スイッチング素子により制御される。（ａ）段階では、ゲートラインにスキャン
信号が順次供給される。（ｂ）段階では、温度情報と垂直同期信号の周波数とに基づいて
、補償データが生成される。温度情報は、表示システムの周辺又は内部の温度に関する情
報である。補償データは、液晶表示装置における液晶の応答速度を向上させるためのデー
タである。（ｂ）段階では、現在フレームの階調データと以前フレームの階調データとを
考慮して、補償データが読み出される。（ｂ）段階では、補償データに基づいて階調デー
タが補償される。（ｃ）段階では、補償データに基づいて階調データが補償される。（ｃ
）段階では、補償された階調データに基づいて、データ電圧がデータラインに供給される
。
【００２０】
　この表示システムの駆動方法では、（ｂ）段階において、温度情報と垂直同期信号の周
波数とに基づいて、補償データが生成される。（ｂ）段階において、現在フレームの階調
データと以前フレームの階調データとを考慮して、補償データが読み出される。（ｂ）段
階において、補償データに基づいて階調データが補償される。（ｃ）段階では、補償デー
タに基づいて階調データが補償される。（ａ）段階において、ゲートラインにスキャン信
号が順次供給される。（ｃ）段階において、補償データに基づいて階調データが補償され
、補償された階調データに基づいてデータ電圧がデータラインに供給される。
【００２１】
　したがって、温度情報に基づいて選択された補償データに基づいて液晶表示装置が階調
データを補償するので、液晶表示装置の周辺又は内部の温度に適応して液晶の応答速度を
高速化することができる。
【００２２】
　第３３発明に係る表示システムの駆動方法は、画像信号ソースと液晶表示装置とを備え
る表示システムの駆動方法において、（ａ）段階と、（ｂ）段階と、（ｃ）段階と、（ｄ
）段階とを含む。液晶表示装置は、画像信号ソースから提供される階調データに基づいて
画像を表示する。（ａ）段階では、温度情報が感知される。温度情報は、液晶表示装置の
周辺又は内部の温度に関する情報である。（ｂ）段階では、温度情報に基づいて、複数の
補償データが読み出される。補償データは、液晶表示装置における液晶の応答速度を向上
させるためのデータである。（ｃ）段階では、現在フレームの階調データと以前フレーム
の階調データとに基づいて、液晶表示装置における液晶の応答速度を向上させるのに適し
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た補償データが、複数の補償データから読み出される。（ｄ）段階では、補償データに基
づいて階調データが補償され、補償された階調データに基づいてデータ電圧が液晶表示装
置に供給される。
【００２３】
　この表示システムの駆動方法では、（ａ）段階において、温度情報が感知される。（ｂ
）段階において、温度情報に基づいて、複数の補償データが読み出される。（ｃ）段階に
おいて、現在フレームの階調データと以前フレームの階調データとに基づいて、液晶表示
装置における液晶の応答速度を向上させるのに適した補償データが、複数の補償データか
ら読み出される。（ｄ）段階において、補償データに基づいて階調データが補償され、補
償された階調データに基づいてデータ電圧が液晶表示装置に供給される。
【００２４】
　したがって、温度情報に基づいて選択された補償データに基づいて液晶表示装置が階調
データを補償するので、液晶表示装置の周辺又は内部の温度に適応して液晶の応答速度を
高速化することができる。
【００２５】
　第３４発明に係る表示システムの駆動装置は、表示システムの駆動装置であって、タイ
ミング制御部とデータ駆動部とスキャン駆動部とを含む。表示システムは、複数のゲート
ラインと複数のデータラインと複数のスイッチング素子と複数の画素とを備える。データ
ラインは、ゲートラインと絶縁されて交差する。スイッチング素子は、ゲートラインとデ
ータラインとにより囲まれた領域に形成され、ゲートライン及びデータラインに連結され
ている。画素は、スイッチング素子により制御される。タイミング制御部は、温度情報に
基づいて選択された補償データを外部の画像信号ソースから受け取って記憶する。温度情
報は、表示システムの周辺又は内部の温度に関する情報である。タイミング制御部は、以
前フレームの階調データと現在フレームの階調データとを考慮して、補償データを読み出
す。タイミング制御部は、補償データに基づいて、階調データを補償して出力する。デー
タ駆動部は、補償された階調データに基づいて、データ電圧をデータラインに供給する。
スキャン駆動部は、ゲートラインにスキャン信号を順次供給する。
【００２６】
　この表示システムの駆動装置では、タイミング制御部が、温度情報に基づいて選択され
た補償データを外部の画像信号ソースから受け取って記憶する。タイミング制御部が、以
前フレームの階調データと現在フレームの階調データとを考慮して、補償データを読み出
す。タイミング制御部が、補償データに基づいて、階調データを補償して出力する。デー
タ駆動部が、補償された階調データに基づいて、データ電圧をデータラインに供給する。
スキャン駆動部が、ゲートラインにスキャン信号を順次供給する。
【００２７】
　したがって、温度情報に基づいて選択された補償データに基づいて液晶表示装置が階調
データを補償するので、液晶表示装置の周辺又は内部の温度に適応して液晶の応答速度を
高速化することができる。
【００２８】
　第３５発明に係る表示システムの駆動装置は、表示システムの駆動装置であって、スキ
ャン駆動部とデータ駆動部と第１メモリと第２メモリとタイミング制御部とを含む。表示
システムは、複数のゲートラインと複数のデータラインと複数のスイッチング素子と複数
の画素とを備える。データラインは、ゲートラインと絶縁されて交差する。スイッチング
素子は、ゲートラインとデータラインとにより囲まれた領域に形成され、ゲートライン及
びデータラインに連結されている。画素は、スイッチング素子により制御される。スキャ
ン駆動部は、ゲートラインにスキャン信号を提供する。データ駆動部は、データラインに
データ信号を提供する。第１メモリは、第１補償データを複数の温度区間別に記憶する。
第１補償データは、液晶表示装置における液晶の応答速度を向上させるためのデータであ
る。第２メモリは、第２補償データを記憶する。第２補償データは、液晶表示装置におけ
る液晶の応答速度を向上させるためのデータである。タイミング制御部は、以前フレーム
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の階調データ及び現在フレームの階調データを考慮して、第１補償データを第１メモリか
ら読み出す。タイミング制御部は、第１補償データに基づいて、階調データを補償する。
あるいは、タイミング制御部は、以前フレームの階調データ及び現在フレームの階調デー
タを考慮して、第２補償データを第２メモリから読み出す。タイミング制御部は、第２補
償データに基づいて階調データを補償する。
【００２９】
　この表示システムの駆動装置では、第１メモリが、第１補償データを複数の温度区間別
に記憶する。液晶表示装置の周辺又は内部の温度に関する情報である温度情報に基づいて
、第１補償データを選択することができる。第２メモリが、第２補償データを記憶する。
タイミング制御部が、以前フレームの階調データ及び現在フレームの階調データを考慮し
て、第１補償データを第１メモリから選択して読み出し、第１補償データに基づいて階調
データを補償する。あるいは、タイミング制御部が、以前フレームの階調データ及び現在
フレームの階調データを考慮して、第２補償データを第２メモリから読み出し、第２補償
データに基づいて階調データを補償する。
【００３０】
　したがって、温度情報に基づいて選択された第１補償データに基づいて液晶表示装置が
階調データを補償することができるので、液晶表示装置の周辺又は内部の温度に適応して
液晶の応答速度を高速化することができる。また、第１補償データに基づいて階調データ
を補償できない場合でも、第２補償データに基づいて階調データを暫定的に補償すること
ができる。
【発明の効果】
【００３１】
　第１発明に係る表示システムでは、温度情報に基づいて選択された補償データに基づい
て液晶表示装置が階調データを補償するようにすることができるので、液晶表示装置の周
辺又は内部の温度に適応して液晶の応答速度を高速化することができる。
【００３２】
　第６発明に係る表示システムでは、温度情報に基づいて選択された第１補償データに基
づいて液晶表示装置が階調データを補償することができるので、液晶表示装置の周辺又は
内部の温度に適応して液晶の応答速度を高速化することができる。また、第１補償データ
に基づいて階調データを補償できない場合でも、第２補償データに基づいて階調データを
暫定的に補償することができる。
【００３３】
　第２７発明に係る表示システムでは、温度情報に基づいて選択された補償データに基づ
いて液晶表示装置が階調データを補償するので、液晶表示装置の周辺又は内部の温度に適
応して液晶の応答速度を高速化することができる。
【００３４】
　第２８発明に係る表示システムの駆動方法では、温度情報に基づいて選択された補償デ
ータに基づいて液晶表示装置が階調データを補償するので、液晶表示装置の周辺又は内部
の温度に適応して液晶の応答速度を高速化することができる。
【００３５】
　第２９発明に係る表示システムの駆動方法では、温度情報に基づいて選択された補償デ
ータに基づいて液晶表示装置が階調データを補償するので、液晶表示装置の周辺又は内部
の温度に適応して液晶の応答速度を高速化することができる。
【００３６】
　第３３発明に係る表示システムの駆動方法では、温度情報に基づいて選択された補償デ
ータに基づいて液晶表示装置が階調データを補償するので、液晶表示装置の周辺又は内部
の温度に適応して液晶の応答速度を高速化することができる。
【００３７】
　第３４発明に係る表示システムの駆動装置では、温度情報に基づいて選択された補償デ
ータに基づいて液晶表示装置が階調データを補償するので、液晶表示装置の周辺又は内部
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の温度に適応して液晶の応答速度を高速化することができる。
【００３８】
　第３５発明に係る表示システムの駆動装置では、温度情報に基づいて選択された第１補
償データに基づいて液晶表示装置が階調データを補償することができるので、液晶表示装
置の周辺又は内部の温度に適応して液晶の応答速度を高速化することができる。また、第
１補償データに基づいて階調データを補償できない場合でも、第２補償データに基づいて
階調データを暫定的に補償することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３９】
　以下、添付図面を参照して、本発明をより詳細に説明する。
【００４０】
　一般に、液晶表示装置は、スキャン信号を伝達する複数のゲートラインと、ゲートライ
ンに交差して形成されてデータ電圧を伝達する複数のデータラインとを含む。また、液晶
表示装置は、ゲートラインとデータラインとにより囲まれた領域に形成されゲートライン
とデータラインとに連結される複数のスイッチング素子と、スイッチング素子により制御
される複数の画素とをさらに含む。
　液晶表示装置において、各画素は液晶を誘電体として有するキャパシタ、即ち、液晶キ
ャパシタとしてモデリングすることができるが、このような液晶表示装置での各画素の等
価回路は図２のようである。
【００４１】
　図２に示したように、液晶表示装置の各画素は、データライン（Ｄｐ）とゲートライン
（Ｇｑ）とにそれぞれソース電極とゲート電極とが連結される薄膜トランジスタ（以下、
ＴＦＴ）１０により制御される。ここで、各画素は、ＴＦＴ１０のドレーン電極に接続さ
れた画素電極（図示せず）と、共通電圧（Ｖｃｏｍ）が印加されている共通電極（図示せ
ず）と、その間に存在する液晶とを含む。ＴＦＴ１０がＯＮ／ＯＦＦすることにより、画
素電極（図示せず）と共通電極（図示せず）との間にかけられる電圧が変えられて、画素
電極（図示せず）と共通電極（図示せず）との間にある液晶における光の透過率が変化さ
せられる。このとき、画素電極（図示せず）と共通電極（図示せず）との間にある液晶は
、液晶キャパシタ（Ｃｌｃ）として作用する。また、液晶キャパシタ（Ｃｌｃ）の容量を
保持するために、ＴＦＴ１０のドレーン電極にストレージキャパシタ（Ｃｓｔ）が液晶キ
ャパシタ（Ｃｌｃ）と並列に連結されている。
　動作時、ゲートライン（Ｇｑ）にゲートオン信号が印加されてＴＦＴ１０がターンオン
されると、データライン（Ｄｐ）に供給されたデータ電圧（Ｖｄ）がＴＦＴ１０を通じて
画素電極（図示せず）に印加される。そうすると、画素電極（図示せず）に印加される画
素電圧（Ｖｐ）と共通電極（図示せず）に印加される共通電圧（Ｖｃｏｍ）との差に該当
する電界が液晶（図２では、等価的に液晶キャパシタ（Ｃｌｃ）で示した）に印加されて
、電界の強さに対応する透過率で光が透過されるようにする。この際、画素電圧（Ｖｐ）
は、１フレーム期間維持されなければならないが、図２において、ストレージキャパシタ
（Ｃｓｔ）は、画素電極に印加された画素電圧（Ｖｐ）を１フレーム期間維持するために
、補助的に用いられる。
【００４２】
　一方、液晶は、誘電率異方性を有するので、液晶の方向によって誘電率が相違するとい
う特性がある。即ち、電圧が印加されるにしたがって、液晶の方向子が変化すると、誘電
率も変化して、これによって液晶キャパシタ（Ｃｌｃ）のキャパシタンス（以下では、こ
れを液晶キャパシタンスという）も変化する。ＴＦＴ１０がターンオンされる期間に液晶
キャパシタ（Ｃｌｃ）に電荷を供給した後、ＴＦＴ１０がターンオフ状態になるが、Ｑ＝
ＣＶであるので、液晶キャパシタンスが変化すると、液晶にかかる画素電圧（Ｖｐ）も変
化する。
　ノーマリーホワイトモード（Ｎｏｒｍａｌｌｙ　ｗｈｉｔｅ　ｍｏｄｅ）であるＴＮ（
Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃｓ）液晶表示装置を例として挙げると、画素に供給され
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る画素電圧が０Ｖである場合には、液晶分子が基板に平行な方向に配列されているので、
液晶キャパシタンスは、Ｃ（０Ｖ）＝ε⊥Ａ／ｄになる。ここで、ε⊥は、液晶分子が基
板に平行な方向に配列された場合、即ち、液晶分子が光の方向と垂直方向に配列された場
合の誘電率を示し、Ａとｄとは、それぞれ液晶表示装置基板の面積と基板間の距離を示す
。フルブラック（ｆｕｌｌ　ｂｌａｃｋ）を実現するための電圧が５Ｖとすると、液晶に
５Ｖが印加される場合、液晶分子が基板に垂直方向に配列されるので、液晶キャパシタン
スは、Ｃ（５Ｖ）＝ε‖Ａ／ｄになる。ＴＮモードに用いられる液晶の場合には、ε‖－
ε⊥＞０であるので、液晶に印加される画素電圧が高くなるほど、液晶キャパシタンスが
大きくなる。
【００４３】
　ｎ番目フレームでフルブラックを作るために、ＴＦＴが充電させなければならない電荷
量は、Ｃ（５Ｖ）×５Ｖである。しかし、以前フレームであるｎ－１番目フレームでフル
ホワイト（Ｖｎ－１＝０Ｖ）であったと仮定すると、ＴＦＴがターンオンする瞬間は、液
晶が応答する前の状態であるので、液晶キャパシタンスはＣ（０Ｖ）の状態である。従っ
て、フルブラックを作るために、ｎ番目フレームで５Ｖのデータ電圧（Ｖｄ）を印加して
も、実際に画素に充電される電荷量はＣ（０Ｖ）×５Ｖになり、Ｃ（０Ｖ）＜Ｃ（５Ｖ）
であるので、液晶に実際に供給される画素電圧（Ｖｐ）は、５Ｖ未満の画素電圧が（例え
ば、３.５Ｖ）が印加されて、フルブラックが実現されない。
　また、次フレームであるｎ＋１番目フレームでフルブラックを実現するためにデータ電
圧（Ｖｄ）を５Ｖ印加した場合に、液晶に充電される電荷量がＣ（３.５Ｖ）×５Ｖにな
り、結果的に液晶に供給される電圧（Ｖｐ）は、３.５Ｖ～５Ｖになる。このような過程
を繰り返すと、結局幾つかのフレーム期間の後でなければ画素電圧（Ｖｐ）が所望する電
圧に到達しないことになる。
【００４４】
　これを階調の観点で説明すると、任意の画素に印加される信号（画素電圧）が低い階調
から高い階調に（または、高い階調から低い階調に）変化する場合、現在フレームの階調
は、以前フレームの階調の影響を受けるので、すぐ所望する階調に到達せず、幾つかのフ
レーム期間が経過した後でなければ所望する階調に到達しない。同様に、現在フレームの
画素の透過率は、以前フレームの画素の透過率の影響を受けて、幾つかのフレーム期間が
経過した後でなければ所望する透過率にならない。
　一方、以前フレームであるｎ－１番目フレームがフルブラックであり、即ち、画素電圧
（Ｖｐ）が５Ｖであり、現在フレームであるｎ番目フレームでフルブラックを実現するた
めに、５Ｖのデータ電圧が印加されたとすると、液晶キャパシタンスはＣ（５Ｖ）である
ので、画素にはＣ（５Ｖ）×５Ｖに該当する電荷量が充電され、これにより液晶の画素電
圧（Ｖｐ）は５Ｖになる。
【００４５】
　このように、液晶に実際に供給される画素電圧（Ｖｐ）は、現在フレームに供給される
データ電圧のみならず、以前フレームの画素電圧（Ｖｐ）によっても決定されることが分
かる。
　図３は、一般的な駆動方式で印加される場合のデータ電圧及び画素電圧を示す図である
。
【００４６】
　図３に示したように、一般的な駆動方式では、以前フレームの画素電圧（Ｖｐ）を考慮
せず、目標画素電圧（Ｖｗ）に該当するデータ電圧（Ｖｄ）をフレームごとに印加してい
る。従って、実際液晶に印加される電圧である実際画素電圧（Ｖｐ）は、前述したように
以前フレームの画素電圧に対応する液晶キャパシタンスにより目標画素電圧（Ｖｗ）より
低くまたは高くなる。従って、幾つかのフレーム期間が経過した後でなければ目標画素電
圧（Ｖｗ）に到達しないことになる。
　図４は、図３に示す一般的な駆動方法による液晶表示装置の透過率を示す図である。
【００４７】



(14) JP 4860910 B2 2012.1.25

10

20

30

40

50

　図４に示したように、一般的な駆動方式では、前述したように１フレーム期間に実際画
素電圧（Ｖｐ、図３参照）が目標画素電圧（Ｖｗ、図３参照）に到達しないので、液晶の
透過率が幾つかのフレーム期間を経過した後でなければ目標透過率に到達しないことにな
る。
【００４８】
　しかし、本発明では、現在フレームの画像信号（Ｐｎ）が入力されて、以前フレームの
画像信号（Ｐｎ－１）と次フレームの画像信号（Ｐｎ＋１）とを比較して次のような補償
画像信号（Ｐｎ′）を生成した後、補償画像信号（Ｐｎ′）を各画素に印加する。ここで
、画像信号（Ｐｎ）は、液晶表示装置がアナログ駆動方式を採用する場合には、データ電
圧を意味するが、デジタル駆動方式を採用する場合には、データ電圧を制御するために二
進化された階調信号（または、階調データ）を用いるので、実際に画素に印加される電圧
の補償は、階調信号の補償を通じて達成される。
　第一に、現在フレームの画像信号（データ電圧または階調信号）が以前フレームの画像
信号と同じであるか、類似していると、補償を行わない。
【００４９】
　第二に、現在フレームの階調信号が以前フレームの階調信号より高い場合には、現在フ
レームの階調信号より更に高い補償された階調信号を出力し、現在フレームの階調信号が
以前フレームの階調信号より低い場合には、現在フレームの階調信号より更に低い補償さ
れた階調信号を出力する。この際、補償が行われる程度は、現在フレームの階調信号と以
前フレームの階調信号と次フレームの階調信号との差に比例する。
【００５０】
　以上では、液晶の応答速度を高速化する概念を簡略に説明し、以下では本発明と関連し
て温度変化に対応して液晶の応答速度を補償することにより、応答速度を高速化するため
の実施例を説明する。
　図５は、本発明による表示システムを説明するための図であって、特に、温度補償のた
めの表示システムを示す。
【００５１】
　図５を参照すると、温度補償のための表示システムは、原始階調データと補償データと
を出力する画像信号ソース１００と、原始階調データ及び補償データに基づいて画像を表
示する液晶表示装置２００とを含む。
【００５２】
　画像信号ソース１００は、データ処理部１１０、メモリ（ＲＯＭ）１２０及びマイクロ
コントローラ１３０を含む。画像信号ソース１００は、画像を表示するための原始階調デ
ータを液晶表示装置２００に出力し、感知される温度信号に対応する補償データを液晶表
示装置２００に出力する。ここで、画像信号ソース１００は、コンピュータに採用される
本体やＴＶに採用される信号処理ブロック等として液晶表示装置２００に連結される多様
なホストである。
　より詳細には、データ処理部１１０は、画像を表示するための原始階調データ（Ｒ，Ｇ
，Ｂ）を液晶表示装置２００に出力する。
【００５３】
　メモリ（ＲＯＭ）１２０は、液晶表示装置２００に具備される液晶の応答速度を向上さ
せるための温度区間別に補償データを記憶する。この際、補償データは、一定温度区間別
に分離された互いに異なる複数のルックアップテーブル（以下、ＬＵＴとする）としてメ
モリ（ＲＯＭ）１２０に記憶されることが好ましい。ここで、ＬＵＴは、階調の値と補償
データとを対応づけたテーブルである。
【００５４】
　マイクロコントローラ１３０は、外部の温度センサー５０により感知される温度信号に
対応して、メモリ（ＲＯＭ）１２０に記憶されている複数のＬＵＴのうちいずれか一つか
ら、該当温度に対応する補償データ１３２を選択して読み出して液晶表示装置２００に出
力する。
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　一方、液晶表示装置２００は、タイミング制御部２１０、第１メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）
２２０、第３メモリ（ＳＤＲＡＭ）２３０、データドライバー２４０及び液晶パネル２５
０を含み、画像信号ソース１００から原始階調データ（Ｒ，Ｇ，Ｂ）が提供されることに
より、第１メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）２２０を経由して入力される補償データ２２２に基づ
いて液晶の応答速度を高速化するための補償階調データ（Ｒ’，Ｇ’，Ｂ’）を生成して
画像を表示する。ここで、補償データ２２２は、液晶表示装置２００の周辺温度に適応す
るデータであることが好ましく、周辺温度が変動することによって画像信号ソースにより
更新されることが好ましい。
【００５５】
　具体的には、タイミング制御部２１０は、データ処理部１１０から原始階調データ（Ｒ
，Ｇ，Ｂ）が提供されて、原始階調データ（Ｒ，Ｇ，Ｂ）を液晶パネル２５０に適合する
ように変換してデータドライバー２４０に提供する。すなわち、タイミング制御部２１０
は、液晶の応答速度を高速化するために、以前フレームに対応する原始階調データと現在
フレームに対応する原始階調データとに基づいて、補償階調データ（Ｒ’，Ｇ’，Ｂ’）
を生成してデータドライバー２４０に提供する。
　第１メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）２２０は、マイクロコントローラ１３０から補償データ１
３２の提供を受けて記憶し、タイミング制御部２１０の要請に応答して補償データ２２２
をタイミング制御部２１０に提供する。この際、補償データは、一定温度区間別に分離さ
れた互いに異なる複数のルックアップテーブル（以下、ＬＵＴとする）として第１メモリ
（ＥＥＰＲＯＭ）２２０に記憶されることが好ましい。
　仮に、原始階調データが８ビット（ＲＧＢデータは、２４ビット）であると、全体階調
である８ビットそれぞれに対応する補償データである可能性もあり、８ビットよりは小さ
い４または６ビット等それぞれに対応する補償データである可能性もある。４ビットまた
は６ビットの提供を受けると、マイクロコントローラ１３０では、液晶の応答速度を高速
化するための補償として、４ビットまたは６ビットに対応したＬＵＴを用いて補償し、残
りのビットに対応して補間法（ｉｎｔｅｒｐｏｌａｔｉｏｎ）を用いて８ビットに補間し
て補償することが好ましい。
　第３メモリ（ＳＤＲＡＭ）２３０は、タイミング制御部２１０を経由して原始階調デー
タが提供されて、原始階調データを記憶する。第３メモリ（ＳＤＲＡＭ）２３０は、タイ
ミング制御部２１０の要請に応答して該当原始階調データをタイミング制御部２１０に出
力する。
【００５６】
　データドライバー２４０は、タイミング制御部２１０から補償階調データ（Ｒ’，Ｇ’
，Ｂ’）が提供されて、これをアナログ電圧形態に変換して液晶パネル２５０に形成され
たデータラインに提供する。
【００５７】
　動作時、前記した表示システムを零下（０℃以下）で動作させた時、初期には低温区間
に適合したＬＵＴを用いて液晶の応答速度を高速化する動作を行い、時間が経過して内部
発熱によって漸次温度が上昇することにより、上昇された温度区間に適合したＬＵＴを用
いて液晶の応答速度を高速化する動作を行う。
　仮に、表示システムが自動方式に設定されている場合、温度センサー５０により感知さ
れる温度区間が変更されたとマイクロコントローラ１３０が判断したときに、マイクロコ
ントローラ１３０がＬＵＴ変更を待機し、チャンネル変更等のイベント発生時点にＬＵＴ
に対応する補償データ１３２をメモリ（ＲＯＭ）１２０から読み出して第１メモリ（ＥＥ
ＰＲＯＭ）２２０に提供する。これにより、温度に適応して液晶の応答速度を高速化する
。この際、補償データ１３２、２２２を伝送する途中、液晶表示装置２００による記憶の
誤動作を防止するためには、液晶表示装置２００の電源も共に制御することが好ましい。
【００５８】
　一方、表示システムが受動方式に設定されている場合、マイクロコントローラ１３０と
第１メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）２２０との間に連結されたＩ２Ｃバスを制御することにより
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、第１メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）２２０のＬＵＴを変更することが可能である。この際にも
、Ｉ２Ｃバスを通じてＬＵＴに記憶されたデータを伝送する途中、液晶表示装置２００に
よる記憶の誤動作を防止するためには、液晶表示装置２００の電源も共に制御することが
好ましい。
　ＬＵＴが第１メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）２２０に記憶された後に、マイクロコントローラ
１３０でタイミング制御部２１０を直接制御して、第１メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）２２０で
タイミング制御部２１０の内部ＲＯＭにＬＵＴをダウンロードすることが可能である。
【００５９】
　この際、ユーザは、ＬＵＴが変更される時間が過度に長いと判断される場合、画面が消
える現象を不良であると認識する可能性がある。この際、画像信号ソース１００のメモリ
（ＲＯＭ）１２０に既に記憶された特定アラームメッセージを見せることにより、ユーザ
の不満を低減することが可能である。
【００６０】
　図６は、図５の画像信号ソース１００の一例を説明するための図であって、特に、温度
補償のための画像信号ソース１００の一例を説明するための図である。
　図６を参照すると、画像信号ソース１００は、データ処理部１１０、メモリ（ＲＯＭ）
１２０、補助メモリ（ＲＯＭ）１２５、マイクロコントローラ１３０、アナログ－デジタ
ル変換部（ＡＤＣ）１３５及び電圧発生部１４０を含む。
【００６１】
　データ処理部１１０は、画像を表示するための原始階調データ（Ｒ，Ｇ，Ｂ）を液晶表
示装置２００に出力する。
【００６２】
　メモリ（ＲＯＭ）１２０は、液晶表示装置２００に備えられる液晶の応答速度を向上さ
せるための補償データ、好ましくは温度区間別に補償データを記憶する。この際、補償デ
ータは、一定温度区間別に区別された互いに異なる複数のＬＵＴとしてメモリ（ＲＯＭ）
１２０に記憶されることが好ましい。例えば、－１０℃～０℃の温度区間に対応して補償
データを記憶する第１ＬＵＴと、０℃～１０℃の温度区間に対応して補償データを記憶す
る第２ＬＵＴと、１０℃～２０℃の温度区間に対応して補償データを記憶する第３ＬＵＴ
と、２０℃～３０℃の温度区間に対応して補償データを記憶する第４ＬＵＴ等が、メモリ
（ＲＯＭ）１２０に記憶される。
　補助メモリ（ＲＯＭ）１２５は、本体またはリモコンで項目別特性値を変更するに必要
なデータであるＯＳＤ（Ｏｎ　Ｓｃｒｅｅｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）データを記憶する。一般
に、ＴＶのような画像信号ソースには、表示装置の多様な機能をユーザが直接制御するこ
とができるようにするＯＳＤ機能が存在するが、この際に用いられるデータがＯＳＤデー
タである。特に、本発明に関して、液晶表示装置の応答速度をユーザが直接制御すること
ができるＯＳＤ項目が記憶されていることが好ましい。例えば、ＯＳＤ項目に＜温度に反
応するモード＞と＜基本値維持モード＞等に分割して設定することにより、動画像画質に
敏感なユーザの不満を解消することができる。
【００６３】
　マイクロコントローラ１３０は、データ処理部１１０が原始階調データ（Ｒ，Ｇ，Ｂ）
を出力することによって、原始階調データを表示するための各種同期信号（Ｈｓｙｎｃ，
Ｖｓｙｎｃ）と、データイネイブル信号（ＤＥ）と、メインクロック（ＭＣＬＫ）を液晶
表示装置２００に出力する。また、マイクロコントローラ１３０は、外部の温度信号をデ
ジタル形態に変換するアナログ－デジタル変換部（ＡＤＣ）１３５を経由して温度データ
が入力されて、複数のＬＵＴのうち、該当温度に対応する補償データ１３２を読み出して
液晶表示装置２００に出力する。
　即ち、温度信号が、温度センサー５０からアナログ－デジタル変換部（ＡＤＣ）１３５
に入力されて、アナログ－デジタル変換部（ＡＤＣ）１３５でアナログ信号からデジタル
信号に変換され、アナログ－デジタル変換部（ＡＤＣ）１３５からマイクロコントローラ
１３０へ出力される。温度信号が既に設定された温度区間を外れるか否かをマイクロコン
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トローラ１３０がチェックして、温度区間を外れるとチェックされる場合には、該当温度
に対応するＬＵＴがメモリ（ＲＯＭ）１２０から読み出され、読み出されたＬＵＴから補
償データ１３２が読み出されて液晶表示装置２００に提供される。この際、補償データ１
３２の伝送経路としては、集積回路間の通信リンクを提供する２つの線の両方向直列バス
であるＩ２Ｃ（Ｉｎｔｅｒ－ＩＣ）バス方式を採用することが好ましい。
【００６４】
　電圧発生部１４０は、マイクロコントローラ１３０の動作のための電源を供給する。特
に、マイクロコントローラ１３０が補償データ１３２を液晶表示装置２００に提供する時
、誤動作を防止するためにマイクロコントローラ１３０に独立的に電源を供給することが
好ましい。
　図７は、図５の液晶表示装置２００の一例を説明するための図であって、特に、温度補
償のための液晶表示装置２００の一例を説明するための図である。
【００６５】
　図７に示したように、液晶表示装置２００は、タイミング制御部２１０、第１メモリ（
ＥＥＰＲＯＭ）２２０、第３メモリ（ＳＤＲＡＭ）２３０、データドライバー２４０、液
晶パネル２５０、スキャンドライバー２６０及び電圧発生部２７０を含む。
【００６６】
　タイミング制御部２１０は、画像信号ソース１００（図５参照）のデータ処理部１１０
（図５参照）から原始階調データ（Ｒ，Ｇ，Ｂ）を受け取る。タイミング制御部２１０は
、画像信号ソース１００（図５参照）のマイクロコントローラ１３０（図５参照）から、
各種同期信号（Ｈｓｙｎｃ、Ｖｓｙｎｃ）とデータイネイブル信号（ＤＥ）とメインクロ
ック（ＭＣＬＫ）とを受け取る。タイミング制御部２１０は、温度に適応して液晶の応答
速度を高速化するための補償階調データ（Ｒ’，Ｇ’，Ｂ’）と補償階調データ（Ｒ’，
Ｇ’，Ｂ’）を出力するためのデータ駆動信号（ＬＯＡＤ、ＳＴＨ）とをデータドライバ
ー２４０に出力し、補償階調データ（Ｒ’，Ｇ’，Ｂ’）を出力するためのスキャン駆動
信号（ＧＡＴＥ　ＣＬＫ、ＳＴＶ）をスキャンドライバー２６０に出力する。
　具体的には、タイミング制御部２１０が、第１メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）２２０を経由し
てマイクロコントローラ１３０から補償データ２２２を受け取る。タイミング制御部２１
０が、補償データ２２２をＬＵＴとして記憶する。もちろん、前記したＬＵＴ形態の補償
データ２２２を記憶するために、タイミング制御部２１０は、別のメモリ（図示せず）を
更に具備してもよい。
【００６７】
　次に、タイミング制御部２１０は、画像信号ソース１００に具備されるデータ処理部１
１０から原始階調データ（Ｒ，Ｇ，Ｂ）を受け取る。タイミング制御部２１０は、ＬＵＴ
形態に記憶された補償データ２２２に基づいて、液晶の応答速度を高速化するために、現
在フレームの階調データと以前フレームの階調データとを考慮して補償階調データ（Ｒ’
，Ｇ’，Ｂ’）を生成する。タイミング制御部２１０は、補償階調データ（Ｒ’，Ｇ’，
Ｂ’）をデータ信号に変換してデータドライバー２４０に出力する。
　第１メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）２２０は、液晶の応答速度を高速化する補償のための補償
データ１３２を一時的に記憶し、タイミング制御部２１０の要請に応答して記憶された補
償データ２２２を提供する。特に、補償データ２２２は、温度に適応するようにデータ補
償程度を決定して記憶されることが好ましい。仮に温度の変動がある場合、第１メモリ（
ＥＥＰＲＯＭ）２２０は、マイクロコントローラ１３０から変動された温度に対応される
補償データ１３２を受け取って記憶し、タイミング制御部２１０の要請に応答して記憶さ
れた補償データ２２２をタイミング制御部２１０に出力する。
【００６８】
　第３メモリ（ＳＤＲＡＭ、Ｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　ＤＲＡＭ）２３０は、原始階調デ
ータを記憶する。具体的に、第３メモリ（ＳＤＲＡＭ）２３０を、第１メモリバンク（Ｓ
ＤＲＡＭ　＃１）２３２と第２メモリバンク（ＳＤＲＡＭ　＃２）２３４とに論理的に分
割する。第１メモリバンク（ＳＤＲＡＭ　＃１）２３２には、現在フレームの１／２に該
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当する原始階調データが記録される間、第２メモリバンク（ＳＤＲＡＭ　＃２）２３４か
ら以前フレームの１／２に該当される原始階調データが読み取られる。もちろん、その逆
も可能である。このように、第３メモリ（ＳＤＲＡＭ）２３０を第１メモリバンク（ＳＤ
ＲＡＭ　＃１）２３２と第２メモリバンク（ＳＤＲＡＭ　＃２）２３４とに論理的に分割
することにより、データの記録動作と読み取り動作を連続的に行うことができる。
　データドライバー２４０は、タイミング制御部２１０から補償階調データ（Ｒ’，Ｇ’
，Ｂ’）が受信されるにつれて、該当階調電圧（データ電圧またはデータ信号）に変更し
、変更されたデータ信号（Ｄ１、Ｄ２、．．．、Ｄｍ）を液晶パネル２５０に供給する。
【００６９】
　液晶パネル２５０には、ゲートオン信号を伝達するための複数のゲートライン（走査ラ
インまたはスキャンライン）が形成されており、変更されたデータ信号（Ｄ１、Ｄ２、．
．．、Ｄｍ）を伝達するためのデータライン（またはソースライン）が形成されている。
ゲートラインとデータラインとにより囲まれた領域は、それぞれ画素を形成する。各画素
、データライン（Ｄｐ）とゲートライン（Ｇｑ）とにそれぞれソース電極とゲート電極と
が連結される薄膜トランジスタ１１０’により制御される。ここで、各画素は、薄膜トラ
ンジスタ１１０’のドレーン電極に接続された画素電極（図示せず）と、共通電圧（Ｖｃ
ｏｍ）が印加されている共通電極（図示せず）と、その間に存在する液晶とを含む。薄膜
トランジスタ１１０’がＯＮ／ＯＦＦすることにより、画素電極（図示せず）と共通電極
（図示せず）との間にかけられる電圧が変えられて、画素電極（図示せず）と共通電極（
図示せず）との間にある液晶における光の透過率が変化させられる。このとき、画素電極
（図示せず）と共通電極（図示せず）との間にある液晶は、液晶キャパシタ（Ｃｌｃ）と
して作用する。また、液晶キャパシタ（Ｃｌｃ）の容量を保持するために、薄膜トランジ
スタ１１０’のドレーン電極にストレージキャパシタ（Ｃｓｔ）が液晶キャパシタ（Ｃｌ
ｃ）と並列に連結されている。
　スキャンドライバー２６０は、スキャン駆動信号（ＧＡＴＥ　ＣＬＫ、ＳＴＶ）に基づ
いて、ゲートラインを活性化させて薄膜トランジスタ１１０’をターンオンさせるための
ゲートオン信号（Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、．．．、Ｓｎ）を順次印加する。
【００７０】
　第２電圧発生部２７０は、液晶表示装置２００の電源を制御する。通常的に温度に適応
する補償データ１３２を記憶するＬＵＴを第１メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）２２０に記憶する
間、誤動作を防止しなければならないので、第２電圧発生部２７０を用いて液晶表示装置
２００の電源を制御することが好ましい。
　以上では、デジタルインターフェースを具備して、外部からデジタル値である階調デー
タの提供を受ける液晶表示装置を主として説明したが、当業者なら外部から提供されるア
ナログ値をデジタル値に変換するインターフェースを具備するアナログ液晶表示装置にも
同様に適用することができるのは自明である。
【００７１】
　以上では、液晶表示装置が画像信号ソースから原始階調データと共に原始階調データを
用いて表示する時、液晶の応答速度を温度に適応して高速化するために、補償データの提
供を受けることを説明した。しかし、当業者なら、液晶表示装置が画像信号ソースから原
始階調データのみを提供受け、液晶表示装置が自体の内部温度を感知して原始階調データ
を温度によって補償することもできる。
　この際、液晶表示装置は、温度区間別に補償データを記憶する複数のＬＵＴを具備し、
感知される温度によってＬＵＴを選択し、選択されたＬＵＴを用いた補償を通じて温度に
適応する液晶の応答速度を維持することもできるのは自明である。
【００７２】
　図８は、図７の液晶表示装置２００の他の一例を説明するための図である。説明の便宜
上、図７で説明したタイミング制御部２１０と第１メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）２２０のみを
図示する。
【００７３】
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　図８に示したように、本発明の他の実施例によるタイミング制御部２１０は、シリアル
－パラレル変換部２１１０、第２メモリ（ＲＯＭ）２１２０、第１スイッチング部２１３
０、第２スイッチング部２１４０、第３スイッチング部２１５０及びＲＡＭ２１６０を含
む。第１メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）２２０には、複数のＬＵＴが記憶されている。ここで、
ＬＵＴは、階調の値と第１補償データとを対応づけたテーブルである。第１メモリ（ＥＥ
ＰＲＯＭ）２２０は、ＴＶセット（図５に示す画像信号ソース１００）から提供されるＬ
ＵＴ選択信号に基づいて、ＬＵＴ選択信号に対応するＬＵＴを選択する。ＲＡＭ２１６０
は、選択されたＬＵＴを受け取り記憶する。タイミング制御部２１０は、ＲＡＭ２１６０
に記憶されたＬＵＴを用いて液晶の応答速度を高速化する補正動作を行う。第１スイッチ
ング部２１３０、第２スイッチング部２１４０及び第３スイッチング部２１５０は、マル
チプレクサで実現する。
　シリアル－パラレル変換部２１１０は、第１メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）２２０から提供さ
れるシリアルタイプの第１補償データをパラレル変換して、第１スイッチング部２１３０
に出力する。
【００７４】
　第２メモリ（ＲＯＭ）２１２０は、液晶表示装置に具備される液晶の応答速度を向上さ
せるための第２補償データを記憶する。第２メモリ（ＲＯＭ）２１２０に記憶される第２
補償データは、液晶表示装置２００を製造する製造者側で液晶表示装置２００に最適に設
定したデータである。例えば、第２補償データは、周辺温度が平均的な温度である場合の
補償データとしてもよい。
【００７５】
　第１スイッチング部２１３０は、伝送クロック（Ｉ２Ｃ_ＬＩ）に応答して、シリアル
－パラレル変換部２１１０から出力される第１補償データ２２２及び第２メモリ（ＲＯＭ
）２１２０から出力される第２補償データのいずれか一方がＲＡＭ２１６０に記憶される
ように出力する。
ここで、伝送クロック（Ｉ２Ｃ_ＬＩ）は、第１メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）２２０からシリ
アル－パラレル変換部２１１０に第１補償データを伝送するためのクロック信号である。
例えば、伝送クロック（Ｉ２Ｃ_ＬＩ）がアクティブ状態である場合、シリアル－パラレ
ル変換部２１１０から出力される第１補償データをＲＡＭ２１６０に出力し、伝送クロッ
ク（Ｉ２Ｃ_ＬＩ）が非アクティブ状態である場合、第２メモリ（ＲＯＭ）２１２０から
出力される第２補償データをＲＡＭ２１６０に出力する。これにより、第１補償データが
伝送されない場合でも、第２補償データにより液晶の応答速度を向上させるための補償を
行うことができる。
【００７６】
　第２スイッチング部２１４０は、伝送クロック（Ｉ２Ｃ_ＬＩ）に応答して、シリアル
クロックＳＣＬ及びドットクロックＤＣＬＫのいずれか一方を第３スイッチング部２１５
０に出力する。ここで、シリアルクロックＳＣＬは、シリアル－パラレル変換部２１１０
を制御するためのクロック信号である。ドットクロックＤＣＬＫは、画素を制御するため
のクロック信号である。例えば、伝送クロック（Ｉ２Ｃ_ＬＩ）がアクティブ状態である
場合、シリアルクロックＳＣＬを第３スイッチング部２１５０に出力し、伝送クロック（
Ｉ２Ｃ_ＬＩ）が非アクティブ状態である場合、ドットクロックＤＣＬＫを第３スイッチ
ング部２１５０に出力する。これにより、第１補償データのシリアル－パラレル変換部２
１１０への伝送が開始されるまでは、ドットクロックＤＣＬＫに同期して第１補償データ
又は第２補償データがＲＡＭ２１６０に記憶されるようにし、第１補償データのシリアル
－パラレル変換部２１１０への伝送が開始された後は、シリアルクロックＳＣＬに同期し
て第１補償データ又は第２補償データがＲＡＭ２１６０に記憶されるようにすることが可
能である。
　第３スイッチング部２１５０は、伝送完了クロック（Ｉ２Ｃ_ＤＯＮＥ）に応答して、
第１スイッチング部２１３０から出力されるデータがＲＡＭ２１６０に記憶されることを
制御するために、第２スイッチング部２１４０から出力されるクロック及びドットクロッ
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クＤＣＬＫのいずれか一方をＲＡＭ２１６０に出力する。ここで、伝送完了クロック（Ｉ
２Ｃ_ＤＯＮＥ）は、シリアル－パラレル変換部２１１０への第１補償データの伝送を完
了させるためのクロック信号である。例えば、伝送完了クロック（Ｉ２Ｃ_ＤＯＮＥ）が
アクティブ状態である場合、ドットクロックＤＣＬＫをＲＡＭ２１６０に出力し、伝送完
了クロック（Ｉ２Ｃ_ＤＯＮＥ）が非アクティブ状態である場合、第２スイッチング部２
１４０から出力されるクロックをＲＡＭ２１６０に出力する。これにより、第１補償デー
タのシリアル－パラレル変換部２１１０への伝送が行われていないときは、ドットクロッ
クＤＣＬＫに同期して第１補償データ又は第２補償データがＲＡＭ２１６０に記憶される
ようにし、第１補償データのシリアル－パラレル変換部２１１０への伝送が行われている
間は、シリアルクロックＳＣＬに同期して第１補償データ又は第２補償データがＲＡＭ２
１６０に記憶されるようにすることが可能である。すなわち、第１補償データのシリアル
－パラレル変換部２１１０への伝送が行われているか否かに応じて、第１補償データ又は
第２補償データがＲＡＭ２１６０に記憶されるタイミングを変えることができる。
【００７７】
　以上では、液晶の応答速度を高速化するために、周辺温度に基づいて互いに異なる温度
区間に対応する複数のＬＵＴのうち、いずれか一つを読み出して用いることを説明した。
　しかし、液晶の応答速度に影響する要素には、前記した周辺温度以外に、周波数すなわ
ち垂直同期信号が更に存在する。即ち、液晶の応答速度を補償するための補償量は、周辺
温度が高温であるほど、小さくても所望する目標電圧値に到達することができる（図１，
図３参照）。また、液晶の応答速度を補償するための補償量は、垂直同期信号の周波数が
上昇するほど、より短くなった１フレーム期間内に目標電圧値に到達する必要が生ずるた
め、大きくならなければならない（図３参照）。
【００７８】
　一方、第１メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）２２０で選択されたＬＵＴに対応するデータが伝送
クロック（Ｉ２Ｃ_ＬＩ）により電源オフなしにＲＡＭ２１６０に記憶される時、ドット
クロックＤＣＬＫより非常に遅い（クロック周期が長い）シリアルクロックＳＣＬを用い
るので、フレームとフレームとの間の時間すなわちフレームブランキング期間で、ＬＵＴ
をＲＡＭ２１６０に記憶する動作を行わなければならない。
　これにより、動画像のように実時間に入力される階調データに対するオーバーシュート
する従来のＬＵＴ値を用いると、データ衝突及びローディング時間遅延によりユーザに観
察される画面上には、ノイズや色反転、階調変化等の歪曲現象を誘発するおそれがある。
【００７９】
　即ち、一つのフレーム内に変動前の温度区間に対応するＬＵＴと変動後の温度区間に対
応するＬＵＴとが混在しているので、ユーザ側では画面に歪曲が発生したと誤解するおそ
れがある。
【００８０】
　以下では、液晶の応答速度を高速化するために、周辺温度のみならず垂直同期信号の変
化をも考慮して選択されたＬＵＴを適用することにより、別に電源をオフさせなくても、
ユーザ側になめらかな画像を表示することが可能な例について、図９を参照して説明する
。
　図９は、図７に図示された液晶表示装置の他の実施例を説明するための図である。説明
の便宜上、図７で説明したタイミング制御部２１０と第１メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）２２０
のみを図示する。
【００８１】
　図９に示したように、本発明の他の実施例によるタイミング制御部２１０は、シリアル
－パラレル変換部２２１０、第１スイッチング部２２２０、アンドゲート２２３０、第２
スイッチング部２２４０、第２メモリ（ＲＯＭ）２２５０、バッファー２２６０、第３ス
イッチング部２２７０及びＲＡＭ２２８０を含む。第１メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）２２０に
は、複数のＬＵＴが記憶されている。第１メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）２２０は、ＴＶセット
（図５に示す画像信号ソース１００）から提供されるＬＵＴ選択信号に基づいて、ＬＵＴ
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選択信号に対応するＬＵＴを選択する。ＲＡＭ２２８０は、選択されたＬＵＴを受け取り
記憶する。タイミング制御部２１０は、ＲＡＭ２２８０に記憶されたＬＵＴを用いて液晶
の応答速度を高速化するための補償動作を行う。第１スイッチング部２２２０、第２スイ
ッチング部２２４０及び第３スイッチング部２２７０は、マルチプレクサで実現する。
　シリアル－パラレル変換部２２１０は、第１メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）２２０から提供さ
れるシリアルタイプの第１補償データ２２２をパラレル変換して、バッファー２２６０に
出力する。
　第１スイッチング部２２２０は、伝送クロック（Ｉ２Ｃ_ＬＩ）に応答して、シリアル
クロックＳＣＬまたはドットクロックＤＣＬＫのいずれか一方を第２スイッチング部２２
４０に出力する。ここで、伝送クロック（Ｉ２Ｃ_ＬＩ）は、第１メモリ（ＥＥＰＲＯＭ
）２２０からシリアル－パラレル変換部２２１０に第１補償データ２２２を伝送するため
のクロック信号である。例えば、伝送クロック（Ｉ２Ｃ_ＬＩ）がアクティブ状態である
場合、シリアルクロックＳＣＬを第２スイッチング部２２４０に出力し、伝送クロック（
Ｉ２Ｃ_ＬＩ）が非アクティブ状態である場合、ドットクロックＤＣＬＫを第２スイッチ
ング部２２４０に出力する。これにより、第１補償データのシリアル－パラレル変換部２
１１０への伝送が開始されるまでは、ドットクロックＤＣＬＫを第２スイッチング部２２
４０に供給するようにし、第１補償データのシリアル－パラレル変換部２１１０への伝送
が開始された後は、シリアルクロックＳＣＬを第２スイッチング部２２４０に供給するよ
うにすることが可能である。
【００８２】
　アンドゲート２２３０は、伝送完了クロック（Ｉ２Ｃ_ＤＯＮＥ）と垂直同期信号ＶＳ
ＹＮＣとをアンド演算して、アンド演算されたクロック（ＶＳＹＮＣ＆Ｉ２Ｃ_ＤＯＮＥ
）を第２スイッチング部２２４０に出力する。
ここで、伝送完了クロック（Ｉ２Ｃ_ＤＯＮＥ）は、シリアル－パラレル変換部２２１０
への第１補償データ２２２の伝送を完了させるためのクロック信号である。これにより、
第１補償データ２２２のシリアル－パラレル変換部２１１０への伝送が完了したことと垂
直同期信号の周波数とを考慮したクロック信号を生成することができる。
　第２スイッチング部２２４０は、アンド演算されたクロック（ＶＳＹＮＣ＆Ｉ２Ｃ_Ｄ
ＯＮＥ）に応答して、第１スイッチング部２２２０から出力されるクロックとドットクロ
ックＤＣＬＫとのいずれか一方をバッファー２２６０に出力する。例えば、アンド演算さ
れたクロック（ＶＳＹＮＣ＆Ｉ２Ｃ_ＤＯＮＥ）がアクティブ状態である場合、第１スイ
ッチング部２２２０から出力されるクロックをバッファー２２６０に出力し、アンド演算
されたクロック（ＶＳＹＮＣ＆Ｉ２Ｃ_ＤＯＮＥ）が非アクティブ状態である場合、ドッ
トクロックＤＣＬＫをバッファー２２６０に出力する。これにより、第１補償データのシ
リアル－パラレル変換部２１１０への伝送が行われておらず垂直同期信号がアクティブ状
態であるときは、ドットクロックＤＣＬＫをバッファー２２６０に供給するようにし、第
１補償データのシリアル－パラレル変換部２１１０への伝送が行われているか垂直同期信
号が非アクティブ状態であるときは、シリアルクロックＳＣＬをバッファー２２６０に供
給するようにすることができる。
【００８３】
　第２メモリ（ＲＯＭ）２２５０は、液晶表示装置２００に具備される液晶の応答速度を
向上させるための第２補償データを記憶する。第２メモリ（ＲＯＭ）２２５０に記憶され
る第２補償データは、液晶表示装置２００を製造する製造者側で液晶表示装置２００に最
適に設定したデータである。例えば、第２補償データは、周辺温度が平均的な温度である
場合の補償データである。
　バッファー２２６０は、シリアル－パラレル変換部２２１０でパラレル変換された第１
補償データを一時的に記憶する。バッファー２２６０は、第２スイッチング部２２４０か
ら出力されるクロックに応答して、第１補償データを第３スイッチング部２２７０に出力
する。例えば、ドットクロックＤＣＬＫが入力された場合、一時的に記憶された第１補償
データ２２２をスイッチング部２２７０に出力し、シリアルクロックＳＣＬが入力された
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場合、一時的に記憶された第１補償データ２２２の出力を遮断する。これにより、第１補
償データのシリアル－パラレル変換部２１１０への伝送が行われておらず垂直同期信号が
アクティブ状態であるときは、第１補償データ２２２をスイッチング部２２７０に出力す
るようにし、第１補償データのシリアル－パラレル変換部２１１０への伝送が行われてい
るか垂直同期信号が非アクティブ状態であるときは、第１補償データ２２２をスイッチン
グ部２２７０に出力するようにする。
【００８４】
　第３スイッチング部２２７０は、伝送クロック（Ｉ２Ｃ_ＬＩ）に応答して、バッファ
ー２２６０から出力される第１補償データ２２２と第２メモリ（ＲＯＭ）２２５０から出
力される第２補償データとのいずれか一方をＲＡＭ２２８０に出力する。例えば、伝送ク
ロック（Ｉ２Ｃ_ＬＩ）がアクティブ状態である場合、バッファー２２６０から出力され
る第１補償データ２２２をＲＡＭ２２８０に出力し、伝送クロック（Ｉ２Ｃ_ＬＩ）が非
アクティブ状態である場合、第２メモリ（ＲＯＭ）２２５０から出力される第２補償デー
タをＲＡＭ２２８０に出力する。これにより、第１補償データ２２２のシリアル－パラレ
ル変換部２１１０への伝送が開始されるまでは、第２メモリ（ＲＯＭ）２２５０から出力
される第２補償データをＲＡＭ２２８０に出力するようにし、第１補償データのシリアル
－パラレル変換部２１１０への伝送が開始された後は、バッファー２２６０から出力され
る第１補償データ２２２をＲＡＭ２２８０に出力するようにすることが可能である。
　ＲＡＭ２２８０は、ドットクロックＤＣＬＫに応答して、シリアル－パラレル変換部２
２１０とバッファー２２６０と第３スイッチング部２２７０とを経由する第１補償データ
２２２並びに第２メモリ（ＲＯＭ）２２５０と第３スイッチング部２２７０とを経由する
第２補償データのいずれか一方を記憶する。これにより、第１補償データ２２２及び第２
補償データのいずれか一方を、画素の動作と同期してＲＡＭ２２８０に記憶させることが
できる。
【００８５】
　図１０は、図９の第１メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）２２０とタイミング制御部２１０とを用
いてフレームブランキング期間でＬＵＴを変更するタイミング図である。
【００８６】
　図９及び図１０に示したように、第１メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）２２０にアドレス別に複
数のＬＵＴが記憶されており、ｎ番目フレーム期間で画像を表示している時、タイミング
制御部２１０は、ＴＶセット（図５に示す画像信号ソース１００）で変換された周辺温度
に該当されるＬＵＴ（第１補償データ）でありオーバーシュート電圧を発生させる（ブラ
ック→ホワイトに変化するとき、ホワイト→ブラックに変化するとき）ためのＬＵＴ（第
１補償データ）を選択する信号を、Ｉ２Ｃバス通信を通じてＴＶセット（図５に示す画像
信号ソース１００）から受け取る。例えば、タイミング制御部２１０は、ＬＵＴ（第１補
償データ）を選択する信号に基づき、第１メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）２２０を参照して、該
当ＬＵＴ（第１補償データ）が記憶された場所のアドレスを取得する。タイミング制御部
２１０は、該当ＬＵＴ（第１補償データ）が記憶された場所のアドレスと読み出し命令と
を第１メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）２２０に渡し、該当ＬＵＴ（第１補償データ）のデータの
全部を受け取りバッファー２２６０に記憶させる。この処理における伝達所要時間は、特
定のＬＵＴに記憶された補償データが２５６個である場合、数十ｍｓ程度である。このた
め、電源オフなしに画面上でなめらかに補償データ（第１補償データ又は第２補償データ
）の値を変更することができる。
　続いて、フレームが変換されるフレームブランキング期間でバッファー２２６０に記憶
されたＬＵＴ（第１補償データ）がＲＡＭ２２８０に記憶された後、（ｎ＋１）番目フレ
ーム期間に対応するデータイネイブル信号ＤＥが印加されて、ＲＡＭ２２８０に記憶され
たＬＵＴ（第１補償データ又は第２補償データ）を用いて表示動作が行われる。
【００８７】
　このように、垂直同期信号が印加される期間（フレームブランキング期間）に、バッフ
ァーに記憶されたＬＵＴの第１補償データ又はＲＯＭに記憶されたＬＵＴの第２補償デー
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タがＲＡＭ２２８０に記憶されるため、周辺温度に対応するＬＵＴがＲＡＭ２２８０に記
憶されるので、別に電源をオフしなくても、液晶の応答速度を高速化する補償値が変更さ
れて、ユーザ側になめらかな画像を表示することが可能である。
　以上では、複数のＬＵＴをタイミング制御部の外部にあるＥＥＰＲＯＭに記憶させてＴ
Ｖセットから提供されるＬＵＴ選択信号に基づいて該当ＬＵＴを選択した後、ブランキン
グ期間の間にＲＡＭに記憶することを説明したが、当業者なら複数のＬＵＴをタイミング
制御部の内部に記憶させてＴＶセットから提供されるＬＵＴ選択信号に基づいて該当ＬＵ
Ｔを選択した後、ＲＡＭに記憶することもできる。
【００８８】
　具体的には、図９に示すタイミング制御部２１０が、内部に複数のＬＵＴを記憶する第
２メモリ（ＲＯＭ）２２５０を有している。ここで、ＬＵＴは、階調の値と第２補償デー
タとを対応づけたテーブルである。タイミング制御部２１０が、ＴＶセット（図５に示す
画像信号ソース１００）と液晶表示装置２００（図５参照）との間の相互伝達方式（例え
ば、Ｉ２Ｃ方式）で任意のＬＵＴを選択する信号の提供を受けることにより、第２メモリ
（ＲＯＭ）２２５０に記憶されているＬＵＴをバッファー２２６０に記憶する。
【００８９】
　次に、フレームが変換されるフレームブランキング期間でバッファー２２６０に記憶さ
れたＬＵＴをＲＡＭ２２８０に記憶させた後、次フレームに対応するデータイネイブル信
号がタイミング制御部２１０に印加されることにより、ＲＡＭ２２８０に記憶されたＬＵ
Ｔを用いて表示動作を行う。
　このように、垂直同期信号が印加される期間（フレームブランキング期間）に、バッフ
ァーに記憶されたＬＵＴの第１補償データ又はＲＯＭに記憶されたＬＵＴの第２補償デー
タがＲＡＭ２２８０に記憶されるため、周辺温度に対応するＬＵＴがＲＡＭ２２８０に記
憶されるので、別に電源をオフしなくても、液晶の応答速度を高速化する補償値が変更さ
れて、ユーザ側になめらかな画像を表示することが可能である。
【００９０】
　回路構成によって異なるが、オーバーシュート用ＬＵＴサイズを最少化するために原始
階調信号が８－階調である場合、原始階調信号は、２５６個の階調データを有することに
なる。入力クロックの周期に対して、２５６個の階調データに対するブランキング期間は
、非常に短い時間であるが、充分にバッファー２２６０に記憶された第１補償データ（又
は第２補償データ）をＲＡＭ２２８０に記憶することが可能である。これにより、一般ユ
ーザはＬＵＴ変更による画像変化を認識しないので、ユーザ側になめらかな画像を表示す
ることが可能であるという長所がある。また、特定のＬＵＴを選択する信号がタイミング
制御部２１０に受け取られてからそのＬＵＴに応じて画像が表示されるまで、最大時間は
１フレーム時間（１６.７ｍｓ）であるので、大きな問題はない。
　一方、第１メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）２２０に複数のＬＵＴを記憶する際に、図１１に示
したように、それぞれのＬＵＴごとにアドレス領域を割り当てて記憶しなければならない
。なぜならば、周辺温度及び垂直同期信号によるＬＵＴ変更を第１メモリ（ＥＥＰＲＯＭ
）２２０からタイミング制御部２１０が読み込む際に、タイミング制御部２１０は第１メ
モリ（ＥＥＰＲＯＭ）２２０に記憶された複数のＬＵＴそれぞれに記憶された全体データ
を読み込むことなく、周辺温度変化に最適化させるために、該当ＬＵＴのみを読み込むと
良いためである。
【００９１】
　この際、第１メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）２２０全体のデータのうち、該当アドレスに位置
するＬＵＴを読み込む伝送過程でエラーが発生すると、正確な応答速度の補償が不可能に
なるで、ＬＵＴ種類別に別のサブチェックサムビットを割り当てる方式を取る。
　例えば、一つのＬＵＴサイズを２５６と仮定する時、アドレス３０１からアドレス５５
６に対応する領域には第１ＬＵＴ（ＬＵＴ　Ａ）を記憶し、アドレス５５６からアドレス
５５７に対応する領域には第１ＬＵＴのサブチェックサムの値（ＬＵＴ　Ａ　ＳＵＢ　Ｃ
ＨＫＳＵＭ）を記憶する。また、アドレス５５７からアドレス８１２に対応する領域には
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第２ＬＵＴ（ＬＵＴ　Ｂ）を記憶し、アドレス８１２からアドレス８１３に対応する領域
には第２ＬＵＴのサブチェックサムの値（ＬＵＴ　Ｂ　ＳＵＢ　ＣＨＫＳＵＭ）を記憶す
る。このような方式を通じて、複数のＬＵＴと、ＬＵＴの伝送上のエラーを防止するため
のサブチェックサムの値とを記憶する。
【００９２】
　このような方式によると、選択されたＬＵＴに対応する階調データの伝送時のエラーが
発生したとチェックされる場合に、エラーがなくなるまで読み込む動作を繰り返すことに
なる。これにより、無エラーのＬＵＴに対応する階調データをＲＡＭに記憶することが可
能になる。
　もちろん、サブチェックサムの値は、ＬＵＴ別に互いに相違するように付与することに
より、互いに異なるＬＵＴデータが同一ＬＵＴデータであると混同されることを防止する
ことが可能である。例えば、第１ＬＵＴのサブチェックサム（ＬＵＴ　Ａ　ＳＵＢ　ＣＨ
ＫＳＵＭ）をＡＡＨＥＸＡ、第２ＬＵＴのサブチェックサム（ＬＵＴ　Ｂ　ＳＵＢ　ＣＨ
ＫＳＵＭ）をＢＢＨＥＸＡ、第３ＬＵＴのサブチェックサム（ＬＵＴ　Ｃ　ＳＵＢ　ＣＨ
ＫＳＵＭ）をＣＣＨＥＸＡ等として付与する方式のように、明確に区分する必要がある。
【００９３】
　また、第１メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）２２０の最後のアドレスに対応する領域には、第１
ＬＵＴのサブチェックサムの値、第２ＬＵＴのサブチェックサムの値、・・・の合計であ
るトータルチェックサム（ＥＥＰＲＯＭ　Ｔｏｔａｌ　ＣＨＫＳＵＭ）を記憶する。
【００９４】
　以上、本発明の実施例によって詳細に説明したが、本発明はこれに限定されず、本発明
が属する技術分野において通常の知識を有するものであれば本発明の思想と精神を離れる
ことなく、本発明を修正または変更できる。
【産業上の利用可能性】
【００９５】
　本発明にかかる表示システム、表示システムの駆動方法及び表示システムの駆動装置は
、液晶表示装置の周辺又は内部の温度に適応して液晶の応答速度を高速化することができ
るという効果を有し、表示システム、表示システムの駆動方法及び表示システムの駆動装
置等として有用である。
【図面の簡単な説明】
【００９６】
【図１】中間グレーでの周辺温度別液晶の応答速度の変化を示すグラフである。
【図２】液晶表示装置において各画素の等価回路を示す図である。
【図３】一般的な駆動方式で印加される場合のデータ電圧及び画素電圧を示す図である。
【図４】図３による駆動方法による液晶表示装置の透過率を示す図である。
【図５】本発明による表示システムを説明するための図である。
【図６】図５の画像信号ソースの一例を説明するための図である。
【図７】図５の液晶表示装置の一例を説明するための図である。
【図８】図７の液晶表示装置の一実施例を説明するための図である。
【図９】図７の液晶表示装置の他の実施例を説明するための図である。
【図１０】図９のタイミング制御部の外部ＥＥＰＲＯＭを用いてフレームブランキング期
間でＬＵＴを変更するタイミング図である。
【図１１】ＥＥＰＲＯＭに記憶される複数のＬＵＴ及び前記ＬＵＴのそれぞれに対応する
チェックサムデータの一例を説明するための図である。
【符号の説明】
【００９７】
１０　　ＴＦＴ
５０　　温度センサー
１００　　画像信号ソース
１１０　　データ処理部
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１１０’　　薄膜トランジスタ
１２０　　メモリ（ＲＯＭ）
１２５　　補助メモリ（ＳＤＲＡＭ）
２３０　　第３メモリ（ＳＤＲＡＭ）
１３０　　マイクロコントローラ
１３２　　補償データ
１３５　　アナログ－デジタル変換部（ＡＤＣ）
１４０，２７０　　電圧発生部
２００　　液晶表示装置
２１０　　タイミング制御部
２２０　　第１メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）
２３２，２３４　　メモリバンク
２４０　　データドライバー
２５０　　液晶パネル
２６０　　スキャンドライバー
２１１０，２２１０　　シリアル－パラレル変換部
２１２０，２２５０　　第２メモリ（ＲＯＭ）
２１３０，２２２０　　第１スイッチング部
２１４０，２２４０　　第２スイッチング部
２１５０，２２７０　　第３スイッチング部
２１６０，２２８０　　ＲＡＭ
２２３０　　アンドゲート
２２６０　　バッファー

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种显示系统，其能够使响应速度更高以适应液晶显示装置的外围或内部温度，显示系统的驱动方法和显示系
统的驱动装置。解决方案：显示系统配备有图像信号源100.图像信号源100具有数据处理部分110，存储器120和微控制器130.图像
信号源100向液晶显示装置200提供灰度数据。液晶显示装置200基于灰度数据显示图像。数据处理部分110将灰度数据输出到液晶
显示装置200.存储器120通过多个温度部分中的每一个存储补偿数据。补偿数据是用于提高液晶显示装置200中的液晶的响应速度的
数据。微控制器130基于温度信息从存储器120中选择并读取补偿数据，并将数据输出到液晶。温度信息是与液晶显示装置200的外
围或内部温度有关的信息
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